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＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

連携先の企業等の意見または評価

・連携企業の円熟した業務に取り組む機会を得ることで、就労意欲と知識及び能力
の向上を図る。当事業所の目的で「利用者がより良い生活を送る為の一般就労」を
利用者一人ひとりがイメージしやすい環境の構築を行う。
【対象者・地域にとってのメリット】
・身近なところで障害をお持ちの方が働いている事を知っていただくことで、今後
の地域連携や障害に対する理解を深めるきっかけとなる事を期待している。また、
利用者にとっても、自身の通っている就労施設以外の場所で働くことで緊張感が生
まれ、より一般就労に近い形での就労訓練が可能となる。

・一般企業で、利用者の対応出来る作業や理解を身に付ける多様な仕事ができ、利用者と
地域との接点や関係ができ、周知及び機会を得る他、仕事の意識向上やレベルアップが少
しづつ上がっている。テキスト入力、音を聞いて判断する作業、画像処理、デザイン関
連、動画制作など受注する仕事の幅が広がっている。利用者より、「やりがいを持って作
業ができる」「緊張するけど、良い刺激になる」と意見が出ており、就労訓練としては良
い結果となっている。同作業に取り組む利用者間でやり取りが増え、意見交換を活発に行
う場面も見られている。
【課題：特性に合わせた作業提供】
・一人で同時並行で作業を進めなくてはいけない状況も出てきているため、作業分担への
配慮は丁寧に行いたい。作業へのレベルアップやスピード向上を目指し、より精度の高い
作業をいただけるようにする。また、納品等の収入源を確保し、安定した作業提供を行
う。

データワーク作業（音声認識や校正データ、音声合成、画像アノテーション等）において、目の前にいないクライアントに対
し、一つ一つのデータ作業をどのように理解し取り組んでいくかと、想像力を求められる業務でもございます。初めのうち
は、戸惑われる利用者様もいらっしゃいましたが、取り組みの中で、利用者様同士や職員を交え意見の交換を行い、どうすれ
ばより良く取り組む事ができるかと建設的な話し合いをしていただいている事により、データワーク作業向上に繋がっている
状況となります。身近な所で障害をお持ちの方が、社会的自立を目指す場所の認知だけでなく、事業所、利用者様の他、ハ
ローワーク等を通じて地域との接点やデータワーク作業を知る機会が増えてきていますと話をいただいています。
また、作業や事業所を通じ「これもこの作業から成り立っている」との知るきっかけにも繋がっていますと報告を受けていま
す。作業における利用者様の人数増加と能力向上により、仕事の依頼や地域に知れる機会を得ているとの事で、今後もより地
域に知れるきっかけに繋げるよう取り組みに期待しています。

連携先企業名 一般社団法人データワークサポート 担当者名 大平　透

  ・地域拠点（青森、八戸、盛岡、宮古）と就労支援事業所の連携によるデータ開発支援活動

電話番号 0193-65-8260 対象年度 令和6年度

地域連携活動の概要

活動場所：本所、施設外就労先（データワークサポート）

実施日程：当事業所カレンダーで稼働（日・祝日休み）

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要

・データワーク作業

・AI開発用データ入力

・その他パソコンでの業務

住　所 岩手県宮古市南町11-18　田川ビル2F 管理者名 中嶋　美聡

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 ジョブシーズみやこ 事業所番号 310200365
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